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オナジマイマイの双頭双殻畸形
江 村 　 重 雄
On the Anakatadidymus of the Land 
Snail, Bradybaena similaris. 
By 
Shigeo Emura
　動物も植物も種Species特有の個体発生を毎代繰り返してその種族を永続してゆくが，各個
体間にはかなりの変異がみられる。この変異性のあることは生物の特性である。しかし，個体発
生に伴う変異の範囲を逸脱した異常形態またはそれを示すことを崎形生成という。形態学的立場
からは過剰形成，正常形成の1部抑圧または欠除や配列変更およびそれらの組合せ変異などによ
る重複崎形などがあり，後者は植物より動物に多い。
　この晴形には遺伝的生成のもの，環境の物理的化学的変化により自然的または人工的にもつく
られるものもある。また環境要因の変更によって，遺伝的崎形の表現型模写phenocopyもなさ
れている。
　生物の碕形monster，　Missbildungには単体崎形と重複崎形があり，後者は重複体部の状態
からつぎのように大別される。（1）前部重複Anadidymusいわゆる双頭崎形で前体部が2個で
後体部が単一の双頭単尾のもの，（2）後部重複Katadidymus単頭双尾のもの，（3）前後重複
Anakatadidymus前部と後部が重複し，体の中部で癒着するもので双頭双尾となる，（4）中部
重複Mesodidymus単頭単尾で体の中央部が重複するもの，（5）十字重複Duplicitas　cru－
ciata上記4形では，その重複する両者の体軸が平行またはそれに類するY字形やその逆字形を
なすものだが，この形では重複した体前半の両者に共通の正中面が，体後半の共通正中面と直角
をなすものである。
　生物の崎形については，古来多数観察されており，動物では単体崎形・重複田奇形ともに多くの
報告がある。
　軟体動物Molluscaについても同様であるが，殻や軟体部の単体崎形が多く，重複崎形の報
告はすくない。
　腹足類Gastropodaでは前鱈類ProsobranchiaのNassa　reticulata（ハナワレイシ類），後
魚思類OpisthobranchiaのPhiline　aperta（キセワタi類）L）endronotus　arboγescens（スギノ
ハウミウシ類）有肺類PulmonataのPlvsa　fortinalis（サカマキガイ）Limnaea　stagnalis
（モノアラガイ類）LimαX　argestis（コウラナメクジ類）の胚の重複崎形にっいての総合報告が
ある（Pelseneer，1920）。
　陸産蝸牛類では単体田奇形が殻や軟体部についてみられるが，遺伝的関係の研究はすくない
（Boycottなど，1929．江村，1940・1951・1971）。
　ここに報告する双頭双殻崎形は，著者が1930年以来長年間にわたる遺伝研究の際に取扱ったオ
ナジマイマイの著しく多数の幼貝中に発見したただ1個体の珍稀な貴重なものである。
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　双頭双殻晴形貝の発見　　実験室内で飼育中のオナジマイマイBrαdybaena　similaris（F6－
russac）から1932年秋に1個の双頭双殻（前後重複Duplicitas　parallela，　Anakatadidymus）
が発見された。
　この崎形個体の母貝は1930年春，実験室内で卵孚化したもので，同年秋から1932年末までに20回
で484個産卵した。そしてこの崎形貝は母貝の第19回目（1932年10月20日）に産下された45卵中
のものであった（卵孚化率84．4％）。
　晴形個体の購化と固定　　オナジマイマイは卵孚化のとき卵殻に円形孔を穿ち，そこから脱出す
るものが多い。この碕形貝も正常卵孚化者同様な円形孔がみられ，この穴から2個の頭に4本の長
触角を覗かせて伸縮運動をしていたが，通常の葡旬はできないのか，艀化の日もその翌日も卵殻
から自力脱出できなかった。
　それで卵殻を人工的に破り，潤した濾紙をペトリ皿底にしき，その上に移して飼育した。しか
し頭部や後足部を上下左右に動
かすだけでついに葡旬はみられ
なかった。
　両体部は正常の頭部に各2対
の触角をもち，後足部，胎殻も
正常だが，外套部背側で癒着し
た前後重複である（第1，2図）。
　卵孚化後4日を経過しても前記
同様な行動であり，また食物（キ
ウリ）もほとんど食わないので
飼育継続を断念して固定した。
23℃恒温水中で1昼夜窒息させ
てからBouin液で固定し，外
形の観察後にCelloidin－Para－
ffinに埋蔵し10μの切片とし
て調査した。
　外部形態　　この双頭双殻の
崎形個体はほぼ同形同大の2貝
が縦軸の方行にならび（両体軸
のなす角度は約36度ほどで殻体
部が開いている）両体部は頸部
および外套膜背縁約0．6mm癒”g
されており，あたかも正常幼蝸
牛がその背と背とをあわせた状
態である。すなはち，1側面（図
1）からは1方（A体部）の右
体面と殻の背面とを，他方（B
体部）の左側体面とその殻およ
び足の腹面とが，また反対側（図
2と写真1）からはA体部の左
第1・2図双頭双殻のオナジマイマイ　×28
　　　　　（A・Bはそれぞれの個体部分）
　　　　　m…外套，n…腎臓
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体面と殻の腹面，B体部の右体面と殻の背面とが観察できる。すなわち，ほぼ同形同大の2体部
からなる典形的の双頭双殻崎形（前後重複Anakatadidymns’Duplicitas　parallela）である。
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写真　1．双頭双殼のオナジマイマイ（A・Bはそれぞれの個体部）
写真　2．～6．第2図の同番号部分の切断面　　a…眼柄，b…口球，　m…外套
　窒息固定の際に両体部ともに頭部をやや収縮しているので，写真や図では触角などは現われて
いない。
　この崎形の両体部はその頭に各2対の触角を，外套縁右側に各1個の呼吸口をもっており，前
述の如くほぼ正常の体形であるが，A体部の殻は背唇はやや不整形で，かっ外套膜との間には腎
臓（n）が小隆起として認められた。
　ここに特に注目される点は，この崎形貝は同一卵塊から卵孚化した他の正常幼貝と比較して著し
く小さいことである。次表は窒息固定後の測定値であるが，足部の長さ，殻の長経，殻の旋回数
などは正常幼貝と比較すれば双頭双殻貝は各部ともほぼ半分の大きさにすぎない。
類　別
体　　部
正　常　幼　貝
碕形
幼貝
A体部
B体部
足部の長さ
m鋸
3．3
1．5
1．7
胎 殼
長　経　　　鋸彿
2．3
1．3
1．2
旋回数
1．5
0．6
0．8
備 考
同時に艀化した
10個体の平均
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　このことは実験発生学で調整卵Regulatin　eg9では個体発生の初期に各割球を分離すれば，
その各々が独立の胚をつくるが，不分離のものより小形であることとよく一致し，この双頭双殻
貝は調整卵の発生途中における不完全分離によるものと推定できる。
　内部形態　　崎形貝のA・B両体部は前述の如く頸部後方外套背縁で癒合しており，切片（10
μ）で内部器官を精査したが，その合一はどこにも認められなく，脳神経節・口球・咽頭・食道
などはいずれも正常にもっていた。しかし外套膜に近接する器官の呼吸腔や腎臓では両体部でか
なり相違していた。
　B体部の呼吸腔は体の右側外套縁にある呼吸口にはじまり細管として後行し，貝殻内で屈曲し
てからすこし前行し，癒合部附近では太い円筒状となり，再び後行して大きい腔所をつくる。す
なわち呼吸腔はN字形にまがっており，その前端が呼吸口である。心臓は正常で呼吸腔の左側に
あるが腎臓は認められなかった。
　A体部の呼吸口もその体部右側外套縁にあって呼吸腔は細管として後行し，殻口近くでやや太
さを増すがまもなく糸状細管として終る。この呼吸腔が再び細くなる附近から，すなわち殻口縁
から呼吸腔の左側には蜂窩状組織の腎臓が大き現われる。心臓は腎臓の左前方に位置し正常形を
呈す。
　むすび　　動物界では単体崎形・重複崎形ともに多く報告されている。軟体動物では単体崎形
の報告は多いが，重複崎形の観察はすくなく，特に陸産蝸牛類ではきわめて稀である。
　オナジマイマイBradybaena　similαrisを実験室内で飼育中に発見した双頭双殻Anakata－
didymusの貴重な観察を報告する。
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